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镞

十

三

怨(

五
，三
四)

，雜

.
錄
平
和
克
後
を
歌
來
酿
濟
界 

绡
四
號 

九
ニ

米
國
"
.英
國
、
佛
國
及
び
其
他
の
諸
國
は
之
^

對應策吾人はデ：

e

 v

フ
シ
ー
ふ
自
1|
:
1亡
を
全
世
界
.に
«

及
す 

,

を
1»

發
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
か
も
、
實
際
に
は
、
獨
逸
が
る
爲
め
に
戰
淨
を
し
た
の
で
あ
る
'

V」

云
ふ
乙
と
は
出
水 

此
秫
の
術
策
を
弄
し
得
る
地
位
に
搏
び
立
つ
が
如
き
こ
な
い
。
商
業
は
、
JE

直
に
之
を
行
へ
ば
、
平
和
を
«
保 

:

せ
は
あ
る
まS
と
思
は
れ
る
。
そ
は
兎
も
あ
れ
、•
獨
逸
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
戰
举
を
誘
數
ず
る
も
の
で
は
な 

に
於
け
る
商
工
業
及
び
銀
行
を
し
て
獨
逸
政
府
の
走
狗
；
l/
>

o
換
言
す
れ
ば
'

正
直
に
狩
ふ
商
取
⑴
は
商
人
ビ
商 

た
.る
の
地
位
よ
办
脫
却
せ
し
め
将
る
國
柄u

獅
逸
の
政j 

<

Aビ
の
間
に
於
け
る
、、.
乂
國
g

ii
l

s

の
間
に
於
け
る
關 

治
紐
織
を
改
造
す
る
こ
と
を
以
て
織
和
0

I

要
仲
，ミ
す
係
を
親
密
な
ら
し
め
、
衝
突
の
機
會
を
減
殺
す
る
も
の 

可
き
で
あ
る
。

. 

|
で
あ
る
。
國
際
貿
易
が
世
界
の
平
和
を
脅
か
す
は
商
業 

:

十

I
、

商
工
業
を
政
治
家
の
權
謀
術
数
よ
り
解
放
せj

が
大
規
模
に
組
織
立
て
，ら
れ
、
權
謀
術
數
を
弄
す
る
外 

よ
'.

道
次
職
爭
の
結
果
が
若
し
英
米
怫
の
企
業
家
を
し\

交
家
及
び
軍
國
主
義
の
政
府
に
依
6

て
手
段
ミ
し
て
利 

て
各
其
の
政
府
0 ,
手
先
れ
ら
し
む
る
こ
ぞ
猶
ほ
戰
前
の 

一
>?
]

せ
ら
る
ゝ
、ヒ
き
.■に
限
る
も
の
で
あ
る
。(

終)

:

獨
逸
に
於
け
る
が
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
#

人
は
無
益 

に
干
戈
を
励
か
し
た
も
の
で
あ
る
ミ
云
は
ざ
る
：を
得
な 

S

 

0

教
し
今
次
戰
爭
が
世
界
各
國
間
の
商
業
取
引
上
に 

乳
蝶
を
生
せ
し
め
且
つ
戰
亂
を
惹
起
せ
し
む
る
の
傾
向 

を
有
し
れ
る
獅
逸
式
の
商
業
政
策
を
ば
世
界
の
諸
國
を 

し
て一

般
に
採
用
せ
し
む
の
結
果
を
里
す
る
と
せ
ば
、

.

A

'

財

政

經

濟

評

論

;

:
::

I
」

豫
露
案
の
璐
#

:

十
億
圆
に
上
る
茛
額
み
經
常
及
1 

び
臨
時
費
を
W

上

せ

る

大

正

八

年

度

の

歲

案
♦

力\

. 

貴
衆
雨
院
を
無
事
a

過

せ

る

こ

，と

は

現

內

開

の

一

大

成

1

 

功
，1?
あ
つ
て
、
，且
つ
政
黨
政
治
の
首
途
を
祝
福
す
る
も\

 

の
で
あ
る
ビ
S

は
ざ
る
を
得
な
，い
。
衆
議
院
に
於
て
反

\ 

龊
黨
妒
.
豫
笕
縮
成
上
の
缺
陷
を
：指
摘
論
_
す
る
^
止
一 

め
、
修
茈
の
動
議
を
提
出
じ
な
：か
つ
た
の
は
：
此

豫

箅
Z
 

'案
の
安
產
に
依
り
て
：
我
國
最
初
の
政
黨
內
閣
の
權
威
一 

.
を
高
，め
，
將
來
政
友
遨
政
兩
派
0

間
：に
於
ャ
变
互
に
内
；，
 

間
を
組
織
し
得
^
の
氣
運
を
犯
進
せ
し
め
ん
ビ
の
下
心 

ょ
り
出
で
た
も
の
で
は
あ
る
まs

か
。
勿
論
、
*
政
會 

が
修
亚
案
を
提
出
し
た

ビ
て
、
M

過
す
る
の
見
込
$

 

か
？

\
*

の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
-下
院
に
於
て
若
し 

第
£

卷

C
3L
T
4五)

':

.
雜錄へ財政親濟評論

修
疋
窠
が
提
出
せ
ら
れ
て
、
其
の
討
議
の
爲
め
に
"
豫 

箅
案
が
政
府
黨
の
龊
則
に
侬
り
て
辛
ふ
じ
て
通
過
ん
农 

の
で
あ
る
之
云
ふ
が
如
き
印
象
を
與
へ
な
ば
、
双
は
上 

院
に
於
け
る
審
赍
が一

僭
綿
密
に
行
は
れ
、
其
の
結
果 

と
し
で
、

一

錢.一

厘
の
削
減
を
加
べ
ら
れ
ず
し
て
衆
議 

院
を
通
過
せ
る
.豫
算
案
が
貴
族
院
に
於
て
修
H

せ
ら
る 

、
の
非
運
に
m

週
し
、
M

內
間
は
是
れ
が
爲
め
其
の
®
 

因
を
失
し
へ
切
两
實
現
せ
ら
ん
ビ
し
て
屈
る
政
黨
政
治 

が
玆
に
一
頓
挫
を
來
3

ん
も
测
り
知
り
難
い
の
で
あ
. 

る
，
0

■.

又
、
保
守
的
氣
分
の
漲
れ
る
貴
族
院
が
我
國
最
初
の 

政
黨
內
閣
の
鋦
成
提
出
せ
る
最
初
の
豫
#

#,
R

對
し
て 

何
等
修
5H
を
試
.み
る
.こ
S

な
く
し
て
、
無
事
弗
穩
の
中 

に
之
を
通
撾
せ
し
め
た
る
は
、
同
案
が
下
院
に
て
殆
ん 

ざ
全
會
一
致
に
，v

m

過
し
れ
る
の
事
情
あ
る
.以
外
に
、
 

原
內
開
が
、
縱
令
純
粹
の
政
識
勢
カ
を
基
礎
と
せ
る
も 

の
で
あ
るV

は
云
へ
、
大
隈
寺
內
兩
內
!!
•

の

失

政

，の
後

鍩四號九ざ
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卷
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(

5

5:
c

雜
，錄
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.

•

,

.第四號，九
四

.

を
.受
け
て
組
織
せ
ら
れ
た
.も
の
で
あ
る
が
故
に
、
多

少

豫

算

の

*
呑
は
一
般
©!
^

に
収
>
て
慶
»

す
可
き
事
で 

の
好
感
.と
好
奇
*

'^

並
^

之
に
：伴
ふ
寬
容
の
態
度
を
以
.
'あ

ら

う

か

。

議

會

は

.果

し

て

豫

笕

案

の

審

議

討

究

に

關 

て
現
內
開
を
迎
へ
た
爲
め
ビ
、
又

一

方
に
於
て
は
、
現
し
て
國
民
の
信
任
に
#

く
の
行
爲
が
無
か
つ
た
で
あ
ら 

內
間
が
媾
和
太
被
を
佛
國
ic

派
遺
す
る
に
當
5

て
？
穩

「

う
か
0

貴
衆
兩
院
共
に
«

^

厚
の
君
子
'と
し
て
知
6
.る
.、
收

，野

男

を

副

使

ど

し

て

先

4

如
ぐ
三
，週
間
の
時
日
を
费
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
委
員 

發
せ
^

め
、.
更
に
芷
使
ビ
L

て
は
門
地
、
識
見
、
：.經

歷

一

、
會

に

於

け

る

議

員

の

顧

間

は

，例

の

如

ぐ

豫

算

案

k

は
緣 

並
に
人
格
に
於
で
最
適
任
#

と
看
做
さ
れ
：た
る
西
圓
寺
の
遠
き
事
項
に
關
す
る
も
の
其
の
大
部
分
を
占
め
、
歲 

，.候
の
出
撤
を
促
が
し
、
' 同

時

に

，巴

里

^

於

て

は

名

義

上

I
:

.入
出
の
費
目
、
計
數
に
對
す
る
眞
面
H

の
審
議
は
殆
ん 

に
過
ぎ
す
と
は
云
へ
、
國
際
聯
^
の
^

主
國
の
仲
間
に
|
ど
餘
興
的
に
行
は
れ
た
に
過
ぎ
な
い
で
は
無
い

か

。

勿

‘ 

.
割
込
'む
こ
と
に
成
功
せ
、る
：の
み
な
ら
ず
、：
先
着
大
使
を
'I

論
、
立
法
府
は
、
政
府
.の
蹬
督
機
關
と
し
て
、
人
民
'に 

し
て
國
際
聯
盟
親
約
草
案
に
.對
ず
る
我
國
の
修
JH

案
i

一
 

代
り
て
、

一
般
0

施
設
及
び
行
政
.に
關
し
て
、
政
府
を 

し
ズ
人
種
的
差
別
の
徹
薇
を
提
議
せ
し
む
る
等
、
巧

に

j

し
て
實
狀
を
公
示
せ
し
む
る
義
務
^
權
利
ビ
を
有
し
て 

ー
般
國
民
、
殊
に
貴
族
院
議
員
の
注
意
を
外
交
に
_

は
.

居
る
。
而
し
て
、
財
政
計
！

S

は
取
6

も
莳
さ
0

政
務
執 

し
め
た
爲
め
で
あ
ら
う
。
 

.行
上
必
要
ビ
す
る
經
费
の
金
額
を
定
め
、
且
つ
典
經
费 

.

典
の
原
因
は
何
々
あ
6

うw

豫
算
の
安
產
は
現
內
開
に
相
當
す
る
收
入
を
圖
る
も
め
に
外
な
ら
啤
、/
が
故 

に
肷
う
て
は
兎
に
«

1

大
_

事
で
あ
つ
；て
ァ
政
黨
政
治 

'に
、
國
會
議
員
が
豫
算
案
を
雒
議
す
る
に
當
シ
て
、
典 

の
幸
先
甚
だ
良
し
ビ
謂
っ
，可
.き
で
あ
る
？
而
か
も
、
此
の
根
抵
た
る
政
府
の
施
政
方
針
に
就
き
て
賀
埸
を
發
ず

る
は
必
ず
し
も
谷
む
可
き
も
の
で
無
い
の
み
な
ら
す
、
 

當
然
許
容
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
さ
れ
ざ
、
！g*
に
過
去 

の
事
實
で
あ
つ
て
？
其
の
實
惝
が
剑
明
す
る
も
、
豫
算 

案
.の
內
容
を
批
剑
す
る
上
に
何
等
効
果
な
さ
事
項
に
就 

き
て
、
谷
質
間
者
が
數
時
間
に
亘
つ
て
所
管
大
1
2
1の
辨 

明
を
强
®

し
、
國
務
の
漉
滯
曠
廢
を
來
た
し
む
る
を
快 

ど
せ
る
が
如
き
は
果
し
て
國
會
識
員
0

職
責
を
全
ぅ
す 

る
も
0

で
あ
るW

云
.へ
や
ぅ
か
。
:
內
治
外
交
0

眞
想
を 

究
明
す
る
に
は
^

^

委
員
#

«.

外
に
別
に
幾
多
の
機
會 

が
與
へ
&

れ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
又
、

一
般
國
民
が 

興
味
を
威
發
ざ
る一

:

硝
事
に
：就
>

て
：.特
に 

一
：
ニ

議

員

が 

知
悉
じ
度
け
れ
ば
、
：：所
管
の
官
廳
に
赴
き
て
之
が
說
明 

.を
求
む
可
含
で
ぁ
つ
て
、：

必
ず
し
も
豫
箅
總
會
又
は
分 

■科
會
の
席
上
に
於
.て
當
局
者

ビ
押
問
答
し
て
豫
箅
案
其 

物
に
對
す
る
厳
正
な
る
®:
議
を
防
害
す
る
に
も
及
ぶ
ま 

.

.

s-°
-

r 

. 

:
 

■

.

'

勿
論
、
'豫
箅
案
.其
物
が
假
&
に
完
全
無
缺
に
出
來
上

つ
て
居
る
ど
す
れ
ば
、
兩
院
が
之
に
對
し
てi

餞
ー
厘 

の
削
減
を
加
へ
ざ
6
.し

ビ
て
、
之
を
非
難
す
可
き
で
は 

な
い
。
然
し
な
が
ら
、
原
內
闕
の
豫
箅
案
は
歐
洲
戰
爭 

が
尙
ほ
一
雨
年
は
繼
續
す
る
で
あ
ら
ぅ
S

思
惟
さ
れ
て 

居
つ
た
昨
年
の
夏
に
作
製
し
た
る
歲
入
出
槪
箅
書
に
某 

&
て
編
成
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
:1
1
:ハ
の
編
成
完
了 

後
若
し
ぐ
は
完
了
間
近
に
於
て
ヽ
突
如
休
戰
條
約
が
織 

約
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
故
に
、
本
年
度
に
對
す
る
豫 

箅
案
は
當
然
幾
分
か
修
巫
せ
ら

る

W
.
&
も

ので
あ
る
ミ 

看
做
し
得
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
茬
し
政
府
が
豫
算
案 

提
出
期
前
に
之
を
變
改
す
る
こ
と
不
可
能
で
あ
つ
た
£
 

す
る
な
ら
ば
、
下
院
に
於
け
る
®

饑
小
に
10
«

を
辟
き 

て
其
の
修
IE

を
浓
め
又
は
應
諾
す
可
き
で
あ
つ
穴
。

斯
く
云
へ
.ば
^

て
、
吾
人
は
決
し
て
過
去
に
於
て
屢 

々
^

み
ら
れ
た
る
が
&

さ
豫
算
案
に
對
す
る
下
院
の
多 

數
m

文
.は
貴
族
院
の
政
略
的
修
疋
に
*
成
す
る
も
の
で 

は
無
い
。
反
對
黨
が
政
府
に
對
す
る
不
信
任
を
奪
明
せ

锘
十
三
焓

(

五
三
七)

雑

錄

財
政
綷
濟
評
論

m

四
號

\



羝
十〗

1
1潘

M

m

A)

.

雜

錄

財

政

經

機

I

ん
と
し
、
成
は
又
谀
略
±

政
府
を
窮
地
に
陷
れ
ん
と
双 

す
る
な
ら
ば
、
別
に
方
法
が
あ
る
。
必
ず
し
も
豫
算
案 

を
不
成
立
に
了
ら
し
め
,'
^

國
務
の
濉
滯
を
酸
成
す
る
に 

は
及
ぶ
金
い
。
：要
す
る
に
：、
，®:
人
は
將
來
貴
衆
雨
院
議
：
 

員
が
政
府
黨
た
る
ビ
反
養
_
*
る
と
を
問
は
す
典
に
豫
一 

«

案
に
猶
し
.て
は
特
に
是
々
#

々
主
義
を
採
り
、

一
層
一 

愼
重
の
旙
度
を
以
で
'>
«

の
.審
議
に
當
^
、
五
千
萵
の' 

同
胞
ょ
り
摊
6

取
な
た
る
歲
人
，が
不
急
無
益
の
事
業
に

\ 

濫
费
せ
ら
る
、
が
如
令
こ
ど
を
豫
防
し
、：

以
て
憲
法
及
：\ 

CX

習
慣
に
依
6

て
附
與
せ
ら
れ
た
る
政
府
監
督
の
權
猫j 

を
充
分
に
行
使
せ
ん
こ
と
を
切
盤
し
て
业
ま
ざ
る
も
のI 

:
で
あ
る
：。

.： 

:

:

:

J

;

^

1

1
;:
:

期
米
0

暴

落
:.

五
月
^

^

期
米
の
魂
京
相
場
は
1 

先
月
々
始
に
三
十
闽
五
圆
臺
で
ぁ
つ
た
の
が
.
.、
中

旬

に： 

及
ん
で
俄
然
暴
落
し
、
+

八
2
1に
は
遂
に 
一f

十
七
圆
四 

£

餞
迄
下
落
し
た
。
此
暴
落
の
原
因
^

し
て
は(

1
)

. 

投

機

相

場

に

有

办

勝

ぢ

の

反

動

、
へ

(

ー
一

)

春

暖

に

基

づ

く
謎

第

四

狨

.
九

六

地
方
貯
藏
米
の
寶
急
ぎ
、(

三)

銀
行
の
懲
戒
の
_
致
せ 

る
資
金
融
通
の
困
難
、(

四)

'外
米
輸
入
の
增
加
、(

五>

 

-

外
米
代
用
制
の
實
施
等
を
’擧
ぐ
る
を
得
る
の
で
あ
る 

が
，
邦
の
中
最
も
重
要
な
'る
は
最
後
の
一
一
原
因
、

即

ち 

外
米
輸
入
の
激
增
並
に
外
米
代
用
制
に
外
な
ら
無
い
と 

思
は
れ
る
"

政
府
.が
本
年
一
只
下
句
米
毂
取
引
所
に
對 

し

て

認

可

し

た

る

，外

米

代

用

は

四

月

限

ょ

-
^
適

用

せ

ら 

S

、
等

で

あ

つ

た

故

に

：、
若

し

外

米

の

輸

入

が

圓

清

に 

行
は
れ
た
な
ら
ば
、
ニ
月
中
に
於
け
る
先
限(

四
月
限) 

相
場
は
當
然
暴
落
す
可
き
で
あo

た

の

で

あ

る

が

、
.
西 

貢
米
輸
出
の
解
禁
が
悲
觀
せ
ら
れ
て
居
つ
た
が
爲
め
.、
 

同
月
中
に
は
期
米
は
著
し
き
低
落
を
示
さ
な
か
つ
た
o 

然
名
に
、
.其
後
殊
R

H
J1

に
入
ぅ
て
外
米
が
多
獄
に
輸 

入
せ
ら
れ
た
の
で
、

米
の
暴
落
を
見
る
に
0

つ
た 

の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
先
;1

中
句
に
於
け
る
期
米
の
激 

落
は
外
永
代
用
制
と
外
米
輸
入
の
增
進
と
の
共
働
的
作 

用
の
誘
致
せ
る
4

の
？
看
做
す
こ
と
を
得
る
。

.

先
月
中
旬
の
安
値
が
外
米
轍
入
の
增
加
に
飯
&
-
て
誘 

致
せ
ら
れ
ね
る
現
象
で
あ
る
z

y

しは
、
期
米
相
場
匕
犯 

米
相
場
と
の
値
鞘
を
比
較
す
れ
ば
、
叙
易
に
之
を
察
知 

す
^
乙
と
が
出
來
る
。
例
へ
ば
、
二
月
十
八H

I

に
於
け 

る
先
限
公
胄
#|

_

ろ

ま

胄

)

，は
一
一
一
十
九
圆
十
七
鱗
、

.

中

等
 

JE

米
相
場
'(

東
京)

は

四

：
十

i

圓
ニ
十
餞
で
あ
つ
た
敗 

に
、
其
の
f

は
氧
か
に
一
;
1圓
^
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で 

あ
る
が
、
夫
れ
ょ
む
了
度
|
ヶ
月
後
な
る
三
月
十
八
日
；
 

に
於
け
る
先
限
公
定
相
場
は
ニ
十
七
圓
鸱
十
一
錢
で
、- 

中
等
茈
米
相
場
は
三
十
四
圓
七
十
餞
で
あ
つ
た
か
ら
、
 

兩
者
の
値
開
き
は
實
^

七
圓
餘
^

上
っ
た
の
で
.
あ
る
。.：

格
付
が
當
を
得
'て
居
れ
ば
、
期
米
が
正
米
に
對
し
て
著 

し
き
^
鞘
を
呈
す
る
が
如
き
こ
S

は
あ
る
ま
い
。
然
し 

な
が
ら
、
外
米
の
格
#

が
、
內
地
米
と
外
米
と
の
間
に 

:
於
け
る
實
際
の
.値
開
き
5:
;

细
視
し
て
定
め
ら
れ
、
外
米 

が
實
價
只
上
の
公
定
價
格
を
付
せ
ら
る
、
と
せ
ば
、
取 

引
所
に
於
て
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則
が
行
は
れ
、
期
米
の 

相
場
は
外
米
を
檫
举w

す
る
こ
S

に
な
る
。
米
穀
取
引 

所

於

政

府

に

，認

可

を

申

請

し

た

る

西

貢

米

の

格

#

は

‘
一 

石
八
圓
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
政
府
は
之
を
五
圓
五 

十
錢
に
修
芷
し
て
認
可
し
た
。
1|

ふ
に
、
八
圓g

格
付 

を
以
て
外
米
の
代
用
が
行
ば
れ
ぬw

し
て
も
、
期
米
S

云
ふ
迄
^

な
く
、
ニ
月
^

旬
の
値
開
会
は
：自
然
的
の
も

\

疋
氷
を
の
値
開
き
は
.幾
分
が
甚
だ
し
ぐ
な
る
に
至
つ
た

で
あ
ら
ぅ
？
況
ん
や
、
五
圓
五
十
餞
の
格
付
钇
認
可
し 

た
の
で
あ
る
か
&
、
期
米
が
外
米
化
さ
れ
る
U

至
つ
た 

の
は
毫
も
怪
む
に
.足
ら
な
い
。
 

、

歡
紙
の
報
す
る
所
に
.據
れ
ば
、
期
米
が
暴
落
し
た
の 

で
、
政
府
办
當
局
者
は
祷
意
然
ビ
じ
て
居
ん
と
の
己
ミ

の
で
あ
る
が
、
三
月
中
旬
に
於
け
る
開
き
.は
不
自
然
の 

も

の

で

ぁ

つ

：
た

。
要

す

る

：
に

々

先

月

中

旬

の

暴

落

は

外 

'米
の
代
用
に
依
り
て
人
爲
的
に
誘
致
せ
ら
れ
た
現
象
に 

•外
な
らg

?

 

' 

,
• 

勿
論
"

外
米
代
用
制
を
實
施
し
た
S

て
"

苦
し
其
0

.

$
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玉
M

o)

雜

0

財
政
經
濟
伽

で
^

る
。
成
程
政
府
は
米
穀
取
引
所
の
公
定
相
場
を
崩
：
. 

壤
せ
し
む
る
に
成
功
し
允
。
：然
し
な
が
ら
、
吾
人
は
期 

米

を

食

：ふ

の

で

無

く

し

て

、

1E

米
を
消
費
す
る
の
で
あ 

.る
か
ら
、
期
米
の
相
場
が
如
何
§

落
す
る
と
も
、
正 

米
が
低
落
せ
ざ
る
間
は

パ
國
民
0.

生
活
費
を
輕
減
す
る： 

こ
?

は
出
來
な
い
o

尤
も
、
外
米
の
輸
入
が
益
々
盛
ん 

に
行
は
る
れ
ば
、
：正
米
の
相
場
も
今
後
著
し
く
低
落
す 

る
R

相
違
な
い
0

而
か
：も
、
外
米
は
飩
に
產
地
に
於
て 

高

騰

し

つ

、

あ

る

栌

故

に

"

正
米
相
場
、
從
つV

白
米 

■
小
賣
栩
場
が
期
米
の
慕
落
と
同： r

の
程
度
祀
下
落
す
る 

が
如
会〉

S

は
あ
石
ま
い
S

思
は
れ
る
。
 

丨
 

;]
1

1

1

.利
息
制
限
法
の
改
正
明
治
十
年
^

4

^
官
0
 

發
布
せ
る
刺
息
制
限
法
，な
る
も
の
が
あ
-
る
。
：此
法
律
'̂ 

於
て
は
、
金
錢
の
貨
借
上
偾
榴
潘
の
徵
收
し
：得
る
利
子 

ヾ
は
元
金
百
圓
以
下
は
年T

1

割
、
西
圓
以
上
千
圓
未
滿
は 

:
年

，
ー
割
五
分
、

千

圓

以

上

は

、

':
;
年
ヤ
割
ー
ニ
分
を
最
高
限
マ 

度
と
し
，
若
し
偾
務
の
履
行
化
就
き
て
豌
訟
の
提
起
せ

S

.

' 

第
to
?

敏
，

九
八

ら
れ
ぢ
る
際
に
，
契
約
荆
爷
が
此
法
定
步
合
を
超
過
す 

る
場
合
に
は
"

利
子
を
ば
.法
定
率
は
?1

直
さ
し
む
可
き 

こ
と
を
規
定
し
て
居
る
。
從
つ
，て
、
假
&

U

甲
が
乙
ょ 

;-
6
.金
千
圓
を
借
用
し
、
之
に
對
じ
て
年
三
割
の
利
子
を 

f

支
拂
ふ
契
約
を
結
ん
で
も
"

法
律
.上
に
於
て
は
、
甲
は 

一：
此
契
約
を
履
行
す
る
の
。義
務
を
有
じ
て
ば
居
ら
ぬ
の

で
 

|

办
る
。
勿
論
、
甲
は一

割
ニ
分
の
利
字
は
.支
拂
は
ね
ば 

な
£-

ぬ
が
，
夫
れ
以
上
の
利
挪
，は
何
時
に
で
も
'拒
絕
す 

|
ノ
る
こ
€

が
出
來
る
。
然
る
^

、
上
記
利
息
制
限
法
は
、 

，訴
訟
.の
提
起
せ
ら
れ
た
.場
合
に
於
て
の
•み
、
適
甩
せ
ら 

5-
:>
.
も
の
で
あ
る
.
の
み
な
ら
ずr

何
等
罰
則
の
親
定
が 

\

:■
■:
無
い
が
故
に
、
其
法
律

が
發
^
せ
ら

れ

て

以
來
♦
日
に 

\ 
:

至
る
迄
、
公
然
法
定
難
合
以
上
の
利
率
を
以
て
貸
借
が 

，
行

は

れ

で

，居

つ

た

0

處
が
ス
本
年
の
議
曾
に
於
て
'、
其 

法
律
に
對
す
る
改
正
法
案
が
代
議
士
赤
尾
彥
作
君
に
依 

&

て
提
出
さ
れ
、
雨
院
を
無
事
通
過
し
た
。
此
改
正
法 

' 

.案
に
.對
し
て
は
、
政
府
姿
員
；

S

同
意
を
表
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
.不
H

其
改
JE

法
#

が
發
布
に
爲
る
r

2

、
思 

は
れ
る
0

其
改
正
の
主
意i

f

利
子
の
制
限
を
ば
7 

.元
金 

西
圆
以
下
の
場
合
に
は
年
ニ
割
,̂

ヵ
1
割
31
分
に
、「

百 

圓
以
上
千
圆
未
滿
に
.在
b

て
は
二
割
五
分
‘ょ
A

1

割
一一 

分
、.
千

圆

以

上

は

一

「

割

ニ

分

ょ

一

割

に

"

孰

れ

も

現 

行
率
ょ
り
眩
下
せ
し
む
る
に
狂
る
。-
此
改
正
法
.律
案
提
，
 

出

：の

理

由

は、:現
行
利
息
’制
限
法
，の
.發
布
せ
&

れ
し
當
.: 

時
と
此
較
す
れ
ば
：、
;
市
場
の
刹
子
步
合
ば
著
し
ぐ
低
落： 

し
て
ゐ
る
f

、：
時
勢
に
適
應
せ
し
む
る
爲
め
に
、
瑰 

行
法
を
改
正
す
る
必
要&

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
現
今
贫 

富
の
，懸
隔&

益
々
其
度
を
高
め
っ
、
ぁ

？

，此
兩
階 

級
の
間
に
而
白
か
ら
ざ
る
關
係
を
生
ず
る
虞
あ
る
を
以 

て

利

>®

の
制
»

を
低
T

し
て
，
' 

此
极
a

潮
の
.緩
®
を 

:圖
る
はi

個
の
社
會
政
策
事
業
と
看
做
し
得
る
S

S

ふ「 

の

で

あ

っ

たC 

‘

成
程
明
治
十
年
頃
S

此
麟
す
れ
ば
"

利
子
步
合
が‘I

' 

般
に
低
落
し
て
ゐ
る
の
^

#

實
で
あ
る0

從

っ

て

、
，；
利 

第
十
！

1
®

 

c

五

四

ご

雜

錄

財

政

烴

资

子
の
制
限
を
も
：低
下
せ
し
む
る
5

云
ふ
こ
と
は
頗
石
合 

理
的
の
處
置
で
あ
る
か
の
欉
に
考
へ
る
人
の
あ
る
の
は 

尤
の
こ
^

で
は
あ
る
が
、
上
記
の
改
正
に
»

-

^て
、
栗 

しV

貧
富
の
階
級
間
に
於
け
る
%

礫
を
激
分
に
て
も
緩 

\

和
す
る
こ
ミ
が
：出
來
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
抑
も
刹
息
.制
限 
I

法
は
空
文
に
あ
ら
す
ん
«*

有
害
の
法
f
f
lで
あ
る
。
勿
何 

\

へ
と
な
れ
ば
、
利
息
II
J

限
.法
は
高
利
の
.貸
借
を
阻
止
せ
す 

I:'

し
て
、
寧
し
ろ
却
つV

利

子

を

騰

貴

せ

し

む

る

の

.傾

向 

一
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
.？
何
故
に
此
法
律
が
利
子
を
騰 

貴
せ
し
む
.
る
こ
せ
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
若
し
此
制
限
が 

無
か
b

し
な
ら
ば
、
K

利
貸
が
年U

割
五
分
を
以
て
食 

;:

付
に
應
ず
る
場
合
に
、
此
法
律
が
施
行
さ
れ
て
.ゐ
：る
が 

一
故
に
、
三
割
以
下
な
ら
で
は
、
貸
付
を
行
は
ざ
る
こ
ど 

が
あ
b
:得
る
：
.か
ら
で
.あ
る
.
？
..利

息

が

法''
#

に

侬&

て
制
パ
，
 

限
^
れ
て
.居

ら無
け
れ
ば
、
高
利
貸
は
契
約
瓶
り
偾
務
"
. 

f

 
h
y 

二
割
五
分
の
利
子
を
徵
收
す
る
乙
S

を
得
る 

.

が
、
千
圓
以
上
の
貸
偕
^

於
て
は
、
法
雜
上
一
割
ニ
分 

•
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.
韻

.

傲
政
猶
濟
評
論 

:

m

m

w
 

-
0
.
0
.
.

以

上

：の

利

子

の

支

拂

を

强

請

ず

る

こ

^

が
出
來
無
い
？

利
子
を
高
騰
せ
し
む
る
の
結
果
を

S

す
る
所
以
で
あ 

す
れ
ば
、
.縦
令
年
ニ
割
五
分
の
利
子
を
受
授
す
る
の
契
る
。

:

約
を
結
ぶ
も
、
借
主
は
街
律
上
-.
;

割T

一
分
以
上
：の
利
子
::
'」

.

一
般
世
人
は
高
利
貸
を
以
て
貪
继
飽
く
こ
S

を
知
^.
. 

を
支
挪
ふ
義
務
が
無
か
の
：で
あ
る
か
ら
、：
貸
主
は
、
實
ノ
ざ
る
無
慈
悲
の
人
間
で
南
る
か
，の
樣
P

思
ふ
て
居
る
。

, 

際
^

は
、
夫
れ
以
上
の
利
子
を
变
取
る
ニ
ど
が
出
來
ざr

勿
論
、
多
數
高
利
贷
の
中
に
ゆ
不
德
漢
も
少
く
あ
る
ま 

る
處
が
あ
る
;0
勿
論
、：
債
務
者
の
大
多
數
は
、
法

律

上
―

—
-

パ
い
。
然
し
な
が
ら
、
彼
等
が
高
，
で
な
け
れ
ば
資
金
を 

の
_

務
の
如
何
を
問
は
^

、:；
契
約
を
重
ん
じ
て
約
束
通j

:

融
通
し
無
い
の
は
、
彼
等
が
强
慾
非
道
の
人
間
で
あ
る 

ぅ
の
：利

子

を

支

拂

ふ

に

，相

違

無

か

ち

ぅ

が

、

或

る

高

利

-.
|

.
が
故
で
な
く
し
て
、.
相
手
ど
す
る
債
務
蒋
中
に
却
：つ
て 

;貸
が
自
己
の
偾
務
者
中

：，に
於
て
法
定
步
合
以
上
-0
利
^

,I,

背
德
者
が
多
き
か
、
或
は
債
務
決
濟Q

能
力
を
缺
.け
る 

ゼ
支
挪
ふ
こ
ビ
を
拒
絕
す
る
者
がj
人
に
て
も
在
石
か
|

者
尠
か
ら
ざ
-5

が
爲
め
R

、
高
率
の
刹
子
を
徵
收
し
な 

も
知
れ
す
ビ
思
惟
し
y2

な
ら
ば
、.
是
れ
ょ
ク
生
中
る
損
.

.
け
れ
ば
"

興
の
貸
金
事
業
の
收
支
が
相
償
は
ざ
る
.か
ら 

.失
を
補
猶
す
る
目
的
を
以
て
？
總
て
の
債
務
*

ょ
6

豫

.

j
,

で

あ

る

。

換

言

す

れ

ば

、

高

利

貸

は

貸

倒

ょ

り

生

^

る 

じ
め
刺
子
の
割
增
を
要
求
ず
る
に
違
ゐ
無
い
べ
例
へ
ば
、：

1

損
失
を
ば
、
他
の
芷
直
健
實
な
る
偕
主
ょ
&
微
收
す
る 

.若
し
此
高
利
贷
が
普
通
な
ら
ば
ニ
：割
五
分
の
刺
子
に
.て■
高
率
の
利
子
を
以
て
補
塡
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
從
つ 

滿

足

す

る

の

で

あ

る

：が

上

記

の

危

險

が

.あ
る
爲
め
に
>

.

て
、此
利
子
に
對
し
て
法
律
を
以
て
制
限
を
加
へ
な
ば
、 

借
手
が
年
三
割
の
利
子
の
提
供
せ
ね
ば
、，
貸
付
に
應
炮
高
利
貸
の
損
失
は
益
々
®
.
加
す
る
の
傾
向
あ
る
を
以 

ぬ
で
あ
ら
う
。
是
れ
利
子
..の
法
律
上
の
制
限
が
却
つ
て
.

.
て
，
高
利
は
愈
々
高
利
と
爲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

:
:

要
す
る
^
、
，斯
く
の
如
含
有
窖
無
益
の
法
律
は
廢
止
が
解
決
を
試
み
ん
ど
し
て
居
る
ら
し
い
。
原
內
間
か
若 

す
る
の
が
當
然
で
あ
る
k

も
拘
，ら
ず
、
：却
つ
て
制
限
率
し
誠
心
誠
意
を
以
て
其
の
遂
行
に
當
り
"
好
結
果
を
擊 

を
低
下
し
て
高
利
資
僧
の
弊
害
を
助
長
せ
ん
と
す
る
の
，
ぐ
る
^

す
れ
ば
？
政
黧
內
間
の
信
用
を
高
む
る
上
に
於 

は
法
律
の
改
正
で
は
無
く
し
て
改
藤
で
あ
る
。
上
記
改
.

て
之
に
勝
る
も
の
は
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。
旣
に
政 

:

.

正
案
の
附
部
せ
ら
れ
た
_衆
_

院
.の
特
別
委
員
會
で
は
廢|

府
は
手
始V

J

し
て
千
住
製
絨
所
の
拂
下
を
聲
明
し
て
、

:
'l
h

論
を
唱
へ
た
委
員
が
あ
つ
た
せ
云
ふ
ぶ
ビ
で
あ
ふ
が
自
下
夫
れ
に
關
す
る
調
夜
を
急
ぎ
つ
，
あ
る
と
云
ふ
こ 

,
他
の
委
員
の
贊
成
を
得
る
乙
ど
が
出
來
無S

つ
た
の
は
ノ

ビ
で
あ
る
が
、
其
の
所
管
官
廳
が
多
年
外
界
の
容
®

を 

::
::
•

遺
慽
で
あ
る
。

‘
而
し
て
、
本
會
議
に
於
て
：は
、.
*:
:
衆

兩

：峻
拒
し
て
居
つ
た
陸
軍
省
で
あ
る
か
ら
、
特
に
世
人
の 

:

院
共
に
、
©

員
長
の
報
吿
が
.
あ
つ
た
の
み
で
、/
質
問
も

\ 

:耳
目
を
聲
動
す
る
は
當
然
の
こ
ヒ
で
あ
る
。
' 曲
來
官
業 

::「

無
け
れ
ば
、
贊
否
の
演
說
も
無
く
ス
諸
種
の
請
願
ビ
同\

は
民
間
事
業
の
1

な
る
自
然
的
發
達
を
阻
害
す
る
傾 

樣
に
、-'
咄

嗟

の

間

狀

可

狹

せ

ら

れ

た

の

は

、

問

題

：が

實

|

向
を
有
せ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
官
業
が
漸
次
民
營 

.

際
上
重
耍
な
も
の
で
無S

爲
め
ず：

も
あ
ら
ぅ
が
、
經

濟
|

:
に
移
さ
る
、
に
就
き
て
は
、
主
義
と
し
て
は
反
對
す
る 

學
裡
上
議
輪
の
餘
地
が
充
分
に
あ
る
此
法
案
が
所
謂
御〖

';
:■

人
は
多
く
あ
る
ま
い
。
然
し
な
が
ら
、
事
業
の
性
質
及 

\
土
產
案
等
と
同
樣
忙
_

率
に
取
扱
は
れ
れ
の
は
頗
る
呆
：

び
國
氏
經
濟
の
實
情
ょ
ゥ
觀
て
、
’
現
狀
維
持
を
以
て
却 

氣
無
い
、ヒ
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。:;
:

.

-\

つ
て
得
策
と
す
る
場
合
が
：無
い
と
も
云
a

難
く
は
.あ 

四
に
千
住
製
絨
所
の
拂
下
ン
官
業
め
整
理
は
多
年
の
る
ま

^

か
。
千
住
製
絨
所
の
缸
き
は
典
の
ー
例
で
は
無 

懸
巢
で
あ
る
が
、
現
內
蘭
は
愈
々
.：

一

大
英 

か
&

ぅ
か
.0

云
ふ
迄
％
な
べ
、
陸
跟
省
は
千
住
製
紱
所•

館

十

三

怨
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第

姻

辨
1

0
ニ

製
品
の
最
大
需
要
者
で
.あ
る
か
ら
、
同
所
が
民
間
會
社
の
處
分
方
法
と
し
て
硏
究
さ
れ
つ
、
あ
る
も
の
が
三
つ 

:

:
の
經
營
に
移
せ
ら
れ
た
る
後
に
.於
て
、
其
會
社
^

陸
軍
あ
る
。
其
の
一
は
或

.る
旣
設
會
社
に
對
し
て
#
別
契
約 

.

響
と
の
間
の
關
係
が
果
し
て
世
人
を
し
て
何
等
の
疑
惑
に
依
ち
て
拂
下
ぐ
る

.こ

.、；o
lr

、

ニ

は

全

國

の

，同

業

脔

を 

を
懷
か
し
め
ざ
る
性
質
の
も
の
介
り
得
や
ぅ
か
。
.
陸
海
' 

し
て
合
同
せ
し
めV

同
所
を
引
渡
し
、
三
は
宫
W

合
同 

::
m

*

w

.其
の
御
用
商
人
ヒ
の
.間
め
關
係
に
就
き
て
は
"

一
の
經
營
に
移
す
案
で
あ
名
。.
此
中
第
一
案
は
最
大
拙
策 

■:
.

從
來
種
々
の
風
說
が
行
味
れ
、'1

:

旣
に
».

三
議
會
の
問
題|

で
あ
る
S

云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
此
方
法
は
挪
下
價
格 

に
ど
爲
0

た
で
は
無
い
.か
。
：千
住
製
«

所
を
民
間
會
社
に
|

の
協
定
に
就
§

て
必
ず
世
人
の
非
難
を
招
く
に
^

.:

狒
下
ぐ
る
場
合
に
は
、
:'
:
陸
®

省
に
對
す
る
納
品
0

價

格
|

ン
い
。
第
二
案
は
殊
E

R

毛
織
物
業
を
獨
占
事
業
た
ら
し 

は
挪
下
め一

條
件
$

し
.

y

適
當
の
標
準
を
協
定
し
て
政|

む
る
も
の
で
あ
つ
て
、

一
般
消
费
#

の
利
害
を
犠
牲
机
、 

府

の

損

失

を

豫

防

し

、
.’
丑

つ

品

質

に

就

き

て

は

嚴

重

な

•
供
す
る

の

結
果
? :

呈
す
る
こ

ミ
に
な
る
ま

い

か
。
關
税 

:
る
®

督
を
加
ふ
る
箬
な
り
ミ
云
ふ
も
、：
政

府

の

加

ふ

る
;
を
適
宜
に
輕
減
す
れ
ば
、
其
の
虡
れ
無
し
S

論
や
る
者 

此
廊
：の
.盥

督

が

往

々

に

し

て

適

切

な

ら

ざ

，
る

は

從

來

の

.：
^

令

 

獨
占
業
の
利
溢
を
侵 

經
驗
の
示
し
て
餘
h

あ
る
所
で
あ
る
？

;

—

害
す
る
關
稅
輕
減
は
容
易
に
沂
は
れ
る
も
の
で
無
い
。

:

:;

然
し
な
が
ら
、
假
り
に
挪
下
後
に
於
け
る
弊

害

は

論

書

、
：
第
三
案
も
適
當
な
る
方
法
で
あ
る
ミ
は
云
ひ
難 

す
る
に
足
ら
ざ
る
程
の
輕
微
な
る
も
の
で
あ
る
ビ
爲
い
。
官
民
合
同
の
事
業
に
は
幹
部
の
人
選
其
他
に
就
き 

':

し

、

挪

下

を

決

行

す

る

ヾ

」

し

て

，も、

*

.0
形
式
の
如
何
そ
褪
々
の

_

害
の
#
ぅ
も
0

な
る
と
€
は
滿
鐵
の
經
驗 

.

:

«
重
大
間
題
た
&

ざ
る
を
得
な
い
.0
'

目
下
千
住
製
絨
所
が
之
を
示
し
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
、
製
絨
所
を
純
粹

■の
民
營
に
移
す
過
渡
的
の
處
®

ど
し
て
は
>

¥

民
合
同
：

::

の
經
營
は
必
す
し
も
耕
斥
す
可
き
も
.の
で
も
あ
る
.ま
，い 

と
忍
は
れ
る
。
民
間
の
論
客
中
に
は
挪
下
を
ば
競
賣
の 

方
法
に
依
り
て
行
ふ
こV

を
主
唱
せ
る
者
も
#
く
な
い 

が
、
競
真
の
方
法
を
採
る
ミ
す
れ
ば
、
入
礼
港
の
資
格
‘ 

ノ
 

を
定
む
る
に1

大
困
雛
を
感
^

る
«:

は
あ
る
ま
い
か
。

一
 

:挪
下
後
に
於
け
る
製
紙
所
と
陸
軍
湛
S

の
關
係
上
、-

何

| 

人
た
6

^

も
入
札
潘
た
る
を
得
る
^

M

®
す
る

乙ヾJ

は

| 

勿
論
不
得
策
で
.あ
る
o』

さ
れ
ば
.ヰ
て
、.
旣
設
毛
織
㈣

«

一
 

社

の

中

資

本

の

多

き

會

社

の

^

に

入

札

資

格

を

與

ふ

る 

と
す
れ
ば
、"
特
別
契
約
と
何
等
擇
ぶ
所
が
無
く
な
る
e( 

之
ょ
t

も
、
寧
ろ
政
府
'^

於
^

千
住
製
紙
所
の
收
益
をV 

槪
算
し
て
、
此
推
箅
に
S

き

で

闾

所

資

産

の

現

®

を

見 

職

、

、

其

推

定

額

を

ば

柳

込

資

本

额

と

看

^

^

、

之

を 

政
脒
ゆ
持
分
と
定
め
、
.別
に
增
資
の
形
式
を
以
て
装
千 

.の
：株

式

を

：ブ

リ

ミ

.

T

ム
付
に：

て
發
行
し
、
其
の
挪
込
金 

は
事
業
の
擴
張
資
金
ミ
し
て
刹
用
す
る
S

せ
ば
、
官
業

.第

十

每

潘

(

五
四
茧

)

雜
0

 

I

I

の
挪
下
に
伴
ふ
至
難
の
問
題
な
る
資
産
の
評
價
は
容
為 

に
而
か
も
比
較
的
疋
確
に
行
は
る
、
こ
と
に
な
る
と
见 

は
れ
る
？
少
く
と
\

此
方
法
を
採
れ
ば
"
公
衆
を
し
て 

千
住
製
絨
所
の
資
產
に
對
す
る
實
際
の
評
價
潘
た
ら
し 

む
る
こ
ミ
を
得
る
。
如
何
ミ
な
れ
ば
、
假
ク
に
政
府
が 

I
.同
所
資
產
を
四
百
萬
圓
K

評
價
し
、
此
評
價
®

を
以V
 

同
所
0

«

込
資
本
額
ど
看
倣
し
て
、
之
を
政
府
の
持
分 

と
し
別
に
一
株
西
圓
宛
の
株
式
一
萬
株
、
额
面
合
前
金 

西
藤
圓
の
新
株
を
プ
リ
ミ
ア
ム
付
に
て
募
集
せ
り
ミ
す 

.
る
場
合
に
、
應
募
漭
が
^

し
ra
w

資
產
め
實
際
®

ft

は 

五
西
萬
圆
に
上
る
と
m
心
惟
す
る
ど
せ
ば
、

一
株
に
付
ニ 

.ぐ̂

五
.圓
宛
.の
フ
ジ
ミ
ア
ム
利
に
て
中
込
む
で
あ
ら
ぅ
。

:藍
し
近
西
萬
圆
の

資
產
が
四
西
翦
圆
に
評
®
せ
ら
れ
て 

:

居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
额
面
百
圆
の
株
は
西
ニ
十
五
圓 

:

の
實
價
^

有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

.

斯
く
し
て
、
.會
尬
組
織
を
以
て
、

i

南
年
間
事
業
を 

.

經
營
し
、
收
益
味
政
府
持
分
ミ
增
資
株
ビ
に
對
し
セ
按 

i

 

.
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五
四
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m

錄

、財
政
經
濟
評
論

镇
四
狱
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,ー0
四

分
比
例
を
以
.で
配
當
す
る
ミ
同
時
に
、

1

方
に
於V

此 

增
資
株
を
ば
株
式
取
所
に
て

M
W

に
㈣

せ

し

む

るS 

ず
れ
ば
、
其
の
市
價
も
自

ら
%

ま

る

こ
S

に
，な

る
.:
0

斯
 

く
の
如
ぐ
、
新
株
，の
市
價
が
定
ま
.々
た
る
後
に
、
政
埤 

が
典
持
分
に
對
し
て
金
額
相
當
办
株
式
を
發
行
し
、
之 

を
ば
取
引
所
に
於
^

適
當
0

時
機
釔
見
計
つ
て
賣
出
せ 

ば

、

鼓

に

始

め

て

、
中

住

製

_

所

は

純

粹

の

民

螫

に

移 

る
こ

と

に爲
る
o

若
し
此
處
分
方
法
を
採
る

ど

せば
、
 

評

價

は

最

も

茈

確

に

，行
：
は

れ

、
：
且

：
つ

拂

下

が

最

も

公

屯 

に

實

行

せら

る
>

こ
^

に
爲

る

で

あ

：

ら

ぅ

ビ
思

は
.れ

M

び
：國

家

財

政

：の

廣

ぎ

^

地
よ
6

し
で
、
愼
重
な
る 

態
度
を
以
て
事
に
當
ら
ん
こW

を
要
望
せ
ざ
る
.を
得
な 

い
，の
で
あ
る
。

.

以
上
述
べ
た
る
如
<
?
节
住
製
紱
所
の
挪
下
に
就
き 

て
は
、
其
の
双
ま
の
.み

な

ら

，ず

、

拂

下

可

否

の

根

本

間 

題
に
關
し
て

、
幾
多
綿
密
の
硏
究
を
要
す
る
點
が
#
く 

無
い
の
で
あ
る
か
ら
，
吾
人
は
政
府
が
此
間
題
の
解
決 

を

試

み

る

に

當

办

て

、

官

業

整

理

に

對

す

る

輿

輪

’
に

迎 

合
す
る
こ

ビ
の
み
を
以V

能
事
ど
せ
す
、
國
民
經
濟
政
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